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はじめに

はじめに

著者は 2002 年度より大学でソフトボール授業を担当するようになっ

て以来、現在までにベースボール型授業（野球、ソフトボール、ティー

ボール）を通じて 2000 人以上の学生と向き合ってきた。その過程にお

いて、著者自身の授業の質向上を目指し、受講者の実態、授業の安全対策、

効果的な指導方法、初心者のためのボールドリルの考案と評価、男女共

修授業時の特別ルールの試行と評価、教育効果を高めるための教材開発

など、様々な点からベースボール型の授業づくりを考究してきた。本書

では、こうした積み重ねで得られた知見を紹介させていただき、ベース

ボール型授業を担当されている先生方の授業に役立てて頂ければ幸いで

ある。ベースボール型授業は、小学校・中学校・高等学校・大学の体育

授業において広く行われている。本書は、大学体育授業での経験がベー

スになっているが、大学教員以外の先生方にも役立つ内容であると考え

ている。ベースボール型授業を担当されている先生やこれから教師を目

指す方の参考にして頂ければ幸いである。

2011 年 3 月

　　　北　徹朗
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１．導入段階に役立つ指導法

１－１：ボールドリル

≪ボールドリルの種類と到達目標≫

著者の調査によれば、大学ソフトボール授業において受講者が難しい

と感じる場面は、攻守を問わず「動いているボールに対する技術」であっ

た。ここでは、動くボールに目を慣らすことと、捕球の基本を体得させ

ることを主なねらいとしたボールドリルを紹介する。

著者の授業では２人組（以下、A及び Bと示す）でグローブを使用せ

ずに実施している。

表１．ボールドリルの種類と到達目標

【Ａドリル】：ＡとＢの距離は４－５メートル。ＡはＢに対して背中を

向けて立つ。Ｂは「ボール！」の掛け声とともにボールをＡにトスする。

Ａは掛け声が聞こえたら素早く方向転換し飛球してくるボールをグラブ

をはめる方の手（片手）でキャッチする。膝を使い正確なグラブの向き

で捕球できるようになることが目的である。（図１）

（北 徹朗（2007）「大学ソフトボール授業におけるボールドリルの実践」『大学体育

No.90』p.77）
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